







その他のタイトル Educational Activities of “Jodoshu” in the
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しくは拙稿「東本願寺の旧韓国における教育活動」，『筑波大学 地域研究』5，  
1987年3月，を参照されたい。）   
西本願寺設立の学校については，青柳南冥の『朝鮮宗教史』に次のような記  
述がある。  
明治三十五六年頃本闊寺の胤 巌常円草鞋竹杖諷然として釜山に渡航し慶尚  
両道梁山郡なる適度寺に入りて鮮僧と伍し語学を研究し風俗を探り馬山方面に  
於ては幾多の辛酸を嘗め後塵尚北道大郎龍淵寺に入りて苦業し鮮僧と共に十三  
1－・ 道を脚行して名刹を訪ね普ねく鮮僧と交ほり以て将来に於ける本派の鮮人布教  
に就て研究調査する所あり，蜜慶尚両道機張郡に‾Fりて轢張学堂を創設し鮮人  
子弟を教育して漸く布教の根底を築かんとせり…   










西本願寺系の日語学校は，最低でも3校ほあったわけである。   
日蓮宗は，1905年6月以来「日宗教会を起し専ら鮮人布教に従事」し，「仝  
時に日語学校を起し生徒百五十余名を教育」した。（4）っいでながら日蓮宗は，  















如意のため結局実現しなかった。   














使2名のうちのひとりではないかと思われる。   
関城学堂は，当地の韓国人有志の賛助を得，→軒の民家を借入れて開校した。  




草堂名誉校長である。   
新校舎に移って規模を拡張した開城学堂ほ，早くも日韓の融和という面で効  
果を発揮したようである。1902年7～9月に韓国を視察した恒星盛服ほ次のよ  
うに述べている。   
▼←、  海域と云ふ所は人参の産地で随分日本の商売人が入込んで居ったのでありま  
すが，どうも種々な感情の衝突が起ったりして融和しなかった，所が学校がこ  
し■ヽ 三年前に起りまして，即ち浄土宗の伊藤裕寛と云ふ人が行って共学校を立った  
さうであります，所が学校が起って以来居留人が余程殖えて，さうして商売も  
大分出来て釆た（8〉  
日本人居留民が増加すると，自ずからその子弟のための学校が必要となる。   





























、r■ 国分同官，三増京城領事，菊地謙譲，渡瀬常吉，長田英語氏及韓人数名評議員  
トナリ維持方法ヲ定メタルガ浄土宗卜評議員トノ間二管理権ノ争アリ余ノ視察   
浄土宗の旧韓国における教育活動   
シタル当時ハ浄土宗僧生野善龍民主任老ニテ教授ヲ司トリ居タリ   
生徒現数五拾余名一二三年級二分チ又之ヲ前後二期二区別ス余ハ参観了テ一  
喝ノ講話ヲ為シ上級生ヲシテ通訳セシメタルニ可ナリノ出来ナリキ  
、－一  月謝ハ末夕徴収セズ時二浄土宗本山ヨリ筆墨紙ノ寄贈アレノ、之ヲ生徒二頒給  

























在籍していたことになる。   
前述したように，1904年4月以前に日韓の共同経営となっていた開妓学堂ほ，  
1912年12月浄土宗教育資団の手iこ移され，恐らくほこれを契機として開城学堅   




















時まで存続した。   
かくの如く，達城学校■日詰速成夜学校は何れも時人子弟の教育機関として  
産れたのであり，大郎に於ける近代式教育棟関が，たとへ極めて幼稚不完全な  






となく共存が可能であったともいえる。また，口語速成夜学校ほ，その簡便な   




























語学校として創立されたことになる。   
『黄海道郷土誌』は，「内地仏教は既に数百年の昔に朝鮮に進出したと称せ   




























末尾にある「現今」とほ1911（明治44）年である。   
浄土宗の1那幕国における教育活動   
本宗ほ明治四十年六月慶尚両道梁山都適度寺に学堂を起し私立明進学校と云  



























関城浄土宗青年会長金ヒョソ棒氏と副会長芦応斗氏が，教育が緊急であるこ   





















学堂と海州学堂は，一時的にではあれ居留民子弟の教育にも貢献した。   
このほか，学校とまではいかなかったようであるが，1900年4月，京城開教  
院に「遂に邦語研究生を置くに至れり」（27）という記録があることも付言してお  
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